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「世界における我が国の健康栄養関連研究の状況と課題」 
 ～論文を用いた国別・機関別ランキングによる分析～ 

 （2010年12月 文部科学省 科学技術政策研究所） 

 

 目的：世界の健康栄養関連研究の状況を把握・分析して、日本の人間栄養学の研究基盤づくりの
検討の一助とする。  

 方法：論文データベース（Scopus）を使って、19ジャーナルを抽出し、これらジャーナルに2005～
2009年に掲載されたArticleのうち、ヒト研究による栄養関連論文、動物実験による栄養関連論文を
抽出した（7695論文）。これら抽出論文の分析を行うことで、研究が活発な研究機関の研究体制等
について分析を行った。  

 結果：「ヒト研究による栄養関連論文」に関しては、欧米の研究機関・大学がほぼランキングの上位
を占めた。また、世界のトップ機関において栄養に関する研究は、医学部の他、農学部に栄養学部
又は栄養学科が置かれて、なされている場合が多かった。「ヒト研究による栄養関連論文」の筆頭
著者の所属機関の所在国別ランキングの上位30カ国のそれぞれの国内で第1位となる論文生産機
関をみると、日本を含め4ヵ国以外は全て研究及び教育を行う機関であった。  

 考察：ランキング上位国では、人間栄養学を行う拠点となる大学に、ほぼ、栄養学の学部あるいは
学科があったが、日本では、上位10位以内に栄養学の学科がある大学は2機関のみであった。 
日本で人間栄養学を勉強したくても、現状では研究者を養成する大学(学部)・大学院が質・量ともに
圧倒的に不足している。世界から長寿国として注目されている日本において、研究・教育機関たる
大学(学部)・大学院で、レベルの高い人間栄養学の教育及び研究が実施される必要がある。 

Source: 「世界における我が国の健康栄養研究の状況と課題」報告書   
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【上位３０カ国の論文数の推移】 
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Source: 「世界における我が国の健康栄養研究の状況と課題」報告書   

【世界の論文筆頭筆者の所属機関ランキング】 
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23 Source: 「世界における我が国の健康栄養研究の状況と課題」報告書   

【世界のトップ機関】 
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 2010年1月から5ヵ年で計画されている、ビタミンDとオメガ3に関する研究。米国国
立癌研究所(NCI)、米国立衛生研究所(NIH)などが2,000万ドルを支援し、ハーバー
ド大学ブリガム＆ウィメンズ病院が実施する。 

 

 65歳以上の女性および60歳以上の男性20,000名の参加者において、ビタミンDおよ
び魚油のサプリメントの単独または併用での定期的使用が全癌リスク（ならびに心
疾患および脳卒中のリスク）を低減するかどうかについて検討する。 

 

 その他、ビタミンD不足が記憶力低下、うつ病、糖尿病、関節炎などに影響するかど
うかについても調査する。 

(正式名称： Vitamin D and Omega-3 Trial (VITAL)) 

【ビタミンDとオメガ3に関する研究】 
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２．世界とのギャップ ‐栄養関連研究の実態③‐ 

Source: GNG Research 
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３．経済効果 ‐海外事例報告①‐  

■ Lewin グループ報告 
    
  ■ 米国サプリメント教育連合体（DSEA）がサプリメントがアメリカヘルスケアの費用を    
     下げる可能性が大きいことを発表 
 
 ■ 葉酸 ： 14億ドルの削減 
  ■ ω -3脂肪酸 ： 32億ドルの削減 
 ■ ルテインとゼアキサンチンの併用 ： 36億ドルの削減 
 ■ カルシウムとビタミンDの併用 ： 161億ドルの削減 
 
■ オーストラリア補完医療研究所がまとめた報告書 
 
  ■ Cost effectiveness of complementary medicines report (補完医療の費用有効性） 
       
 ■ EPA/DHAが豊富な魚油を摂取することで、心疾患による死亡率、関節リウマチに 
       おける非ステロイド抗炎症薬の使用を減少、医療費削減に繋がることを示唆   
  
■ ビタミンD摂取によるコスト削減 
 
  ■ ドイツでは、ビタミンDを有効的に摂取することで約400億ユーロの医療費が削減できる 
     だろうと調査結果 
 
    ■ カナダでは、体内のビタミンDレベルを適切にすることで、37,000人の生命を救うことができ、   
     144億ドルのコスト削減になるかもしれないとの調査結果 



３．経済効果 ‐海外事例報告②‐  
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妊婦と亜鉛を含むマルチビタミン摂取の関連性 
– 出産時低体重を28万件予防する事ができ、その結果年間26億ドルの入院費を
削減できる。（Bendich 1997） 
 

ビタミンEの長期摂取と心疾患 
– 1日100IUのビタミンEの長期摂取により、心疾患による医療費(入院費)が年間

84億ドル削減できる。イギリスでは、400IUの摂取により、非致死性心筋梗塞の
発症リスクが77％削減でき、結果50万人の入院・治療が節約できる。その結果
140億ドルの医療費が節約できる。（Bendich 1997） 

 http://www.crnusa.org/benpdfs/CRN001benefits policy.pdf 

経口でのNutritional Supplement摂取により、患者一人
につき252ユーロ(7.6％)医療費削減、入院費3,044～
3,318ユーロ(8.3%、0.72日)の削減（2010年） 

 http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/20717125 
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３．経済効果 ‐海外事例報告③‐  
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1994年に較べ 

54％に減少 

64%に減少 

1.7倍に加速↓ 

4.2%増加 

1998年から穀類への葉酸強制添加 

米国における葉酸強制添加と要介護者の減少 
国民長期介護調査1982-2005年推移 

Percentage of disability group estimates, NLTCS 1982–2004/2005 

Manton KG, et al. Proc Natl Acad Sci U S A. 2006;103(48):18374-18379.  （健康産業新聞社より） 



３．経済効果 ‐日本における成功事例‐  

―埼玉県 さかど葉酸プロジェクト― 
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